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(57)【要約】
【課題】内蔵電池の消耗度を実感させるとともに内蔵電
池の寿命を大きく延ばす。
【解決手段】内蔵電池１２の消耗度とバックライト９の
電力消費を節約しての点灯状態との関係をバックライト
節約点灯状態記憶部３Ａに記憶させておく。例えば、バ
ックライト９の総点灯回数と１回の点灯時間との関係を
記憶させておく。この場合、バックライト点灯制御部１
Ｂは、バックライトスイッチ１４がオンとされると、バ
ックライト節約点灯状態記憶部３Ａにおける点灯時間の
中から現在のバックライト９の総点灯回数に対応する点
灯時間を読み出し、この読み出した点灯時間の間、バッ
クライト９を点灯させる。これにより、内蔵電池１２の
消耗度が進むにつれて、バックライト９の１回の点灯時
間を短くするようにして、内蔵電池１２の消耗度を実感
させるとともに、内蔵電池１２の寿命を大きく延ばすこ
とができる。
【選択図】　図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内蔵電池と、この内蔵電池からの電力の供給を受けて液晶表示部を照明するバックライ
トと、このバックライトへの前記内蔵電池からの電力の供給開始を指示するバックライト
スイッチとを有する液晶表示装置において、
　前記内蔵電池の消耗度を監視する電池消耗度監視手段と、
　予め定められた前記内蔵電池の消耗度と前記バックライトの電力消費を節約しての点灯
状態との関係を記憶するバックライト節約点灯状態記憶手段と、
　前記バックライトスイッチがオンとされた場合、前記バックライト節約点灯状態記憶手
段が記憶しているバックライトの点灯状態の中から前記電池消耗度監視手段によって監視
されている現在の内蔵電池の消耗度に対応する点灯状態を読み出し、この読み出した点灯
状態に基づいて前記バックライトの点灯制御を行うバックライト点灯制御手段と
　を備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載された液晶表示装置において、
　前記電池消耗度監視手段は、
　前記バックライトの点灯回数の積算値を前記内蔵電池の消耗度として監視する
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１に記載された液晶表示装置において、
　前記電池消耗度監視手段は、
　前記バックライトの点灯時間の積算値を前記内蔵電池の消耗度として監視する
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項１～３の何れか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記バックライト節約点灯状態記憶手段は、
　前記内蔵電池の消耗度と前記バックライトの電力消費を節約しての点灯状態との関係と
して前記内蔵電池の消耗度と前記バックライトの１回の点灯時間との関係を記憶し、
　前記バックライト点灯制御手段は、
　前記バックライトスイッチがオンとされた場合、前記バックライト節約点灯状態記憶手
段が記憶しているバックライトの点灯時間の中から前記電池消耗度監視手段によって監視
されている現在の内蔵電池の消耗度に対応する点灯時間を読み出し、この読み出した点灯
時間の間前記バックライトを点灯させる
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項１～３の何れか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記バックライト節約点灯状態記憶手段は、
　前記内蔵電池の消耗度と前記バックライトの電力消費を節約しての点灯状態との関係と
して前記内蔵電池の消耗度と前記バックライトへ供給する電流値との関係を記憶し、
　前記バックライト点灯制御手段は、
　前記バックライトスイッチがオンとされた場合、前記バックライト節約点灯状態記憶手
段が記憶しているバックライトへ供給する電流値の中から前記電池消耗度監視手段によっ
て監視されている現在の内蔵電池の消耗度に対応する電流値を読み出し、この読み出した
電流値で所定時間の間前記バックライトを点灯させる
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項１～３の何れか１項に記載された液晶表示装置において、
　前記バックライト節約点灯状態記憶手段は、
　前記内蔵電池の消耗度と前記バックライトの電力消費を節約しての点灯状態との関係と
して前記内蔵電池の消耗度と前記バックライトの１回の点灯時間および前記バックライト
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へ供給する電流値との関係を記憶し、
　前記バックライト点灯制御手段は、
　前記バックライトスイッチがオンとされた場合、前記バックライト節約点灯状態記憶手
段が記憶しているバックライトの点灯時間およびバックライトへ供給する電流値の中から
前記電池消耗度監視手段によって監視されている現在の内蔵電池の消耗度に対応する点灯
時間および電流値を読み出し、その読み出した点灯時間の間、その読み出した電流値で、
前記バックライトを点灯させる
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内蔵電池を電源として液晶表示部を照明するバックライトを有する液晶表
示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、この種の液晶表示装置として、計測対象の一つ又は複数の物理量を計測し、
計測された計測値や関連情報を表示させる液晶表示部を持つ計器が用いられている。計器
には、種々のものがあるが、計測対象物に直接あるいはその近傍に設置される場合が多い
。
【０００３】
　例えば、プラントに配置される圧力計、流量計、温度計などのフィールド機器や水道や
ガスの配管に取り付けられる水道メータやガスメータでは、周りが暗い現場に設置される
場合が多い。そのため、これらの計器には、液晶表示部の表示内容を確認し難い場合を考
慮して、液晶表示部を裏面から照明するバックライトを搭載している。
【０００４】
　このバックライトを搭載した計器では、バックライトスイッチをオンとすると、バック
ライトが点灯して液晶表示部を裏面から照明する。その後、計測値を確認するなどして、
バックライトスイッチをオフとすると、バックライトが消灯する。
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－２６７４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、このようなバックライト付きの液晶表示部を有する計器によると、外部
電源と接続されて常時安定して電力が供給される場合はよいが、内蔵電池で動作する場合
は、電池が消耗してくると突然バックライトが点灯しなくなるという不具合があった。
【０００７】
　なお、従来のバックライト付きの液晶表示部を有する計器で、消費電力を節減し、耐用
寿命を延ばすことを目的とした技術が特許文献１に示されている。この特許文献１に示さ
れたバックライト付きの液晶表示部を有する計器では、バックライトスイッチがオンとさ
れると、所定時間の間だけ、バックライトが点灯する。
【０００８】
　この特許文献１に示された技術では、バックライトスイッチがオンとされた場合、バッ
クライトが点灯してから消灯するまでの時間が常に一定の時間であるので、内蔵電池の消
耗度を知ることができない。また、耐用寿命に近づいた時に更に寿命を延ばすような工夫
もされておらず、内蔵電池の寿命はそれほど延びない。
【０００９】
　本発明は、このような課題を解決するためになされたもので、その目的とするところは
、内蔵電池の消耗度を実感させるとともに、内蔵電池の寿命を大きく延ばすことができる
液晶表示装置を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【００１０】
　このような目的を達成するために本発明は、内蔵電池と、この内蔵電池からの電力の供
給を受けて液晶表示部を照明するバックライトと、このバックライトへの内蔵電池からの
電力の供給開始を指示するバックライトスイッチとを有する液晶表示装置において、内蔵
電池の消耗度を監視する電池消耗度監視手段と、予め定められた内蔵電池の消耗度とバッ
クライトの電力消費を節約しての点灯状態との関係を記憶するバックライト節約点灯状態
記憶手段と、バックライトスイッチがオンとされた場合、バックライト節約点灯状態記憶
手段が記憶しているバックライトの点灯状態の中から電池消耗度監視手段によって監視さ
れている現在の内蔵電池の消耗度に対応する点灯状態を読み出し、この読み出した点灯状
態に基づいてバックライトの点灯制御を行うバックライト点灯制御手段とを設けたもので
ある。
【００１１】
　この発明によれば、バックライトスイッチがオンとされると、バックライト節約点灯状
態記憶手段が記憶しているバックライトの点灯状態の中から現在の内蔵電池の消耗度に対
応する点灯状態が読み出され、この読み出された点灯状態に基づいてバックライトの点灯
制御が行われる。
【００１２】
　例えば、本発明の一例とし、内蔵電池の消耗度とバックライトの電力消費を節約しての
点灯状態との関係として内蔵電池の消耗度とバックライトの１回の点灯時間との関係を記
憶させておく。このようにすると、内蔵電池の消耗度が進むにつれて、バックライトの１
回の点灯時間を短くするようにして、内蔵電池の寿命を大きく延ばすことができるように
なる。また、この場合、作業者は、バックライトの１回の点灯時間が短くなって行くこと
により、内蔵電池の消耗度を実感することができる。
【００１３】
　例えば、本発明の他の例として、内蔵電池の消耗度とバックライトの電力消費を節約し
ての点灯状態との関係として内蔵電池の消耗度とバックライトへ供給する電流値との関係
を記憶させておく。このようにすると、内蔵電池の消耗度が進むにつれて、バックライト
へ供給する電流値を減らすようにして、内蔵電池の寿命を大きく延ばすことができるよう
になる。また、この場合、作業者は、バックライトへ供給する電流値の減少によって、バ
ックライトの照度が落ちて行くことにより、内蔵電池の消耗度を実感することができる。
【００１４】
　例えば、本発明の別の例として、内蔵電池の消耗度とバックライトの電力消費を節約し
ての点灯状態との関係として内蔵電池の消耗度とバックライトの１回の点灯時間およびバ
ックライトへ供給する電流値との関係を記憶させておく。このようにすると、内蔵電池の
消耗度が進むにつれて、バックライトの１回の点灯時間を短くするようにして、またバッ
クライトへ供給する電流値を減らすようにして、内蔵電池の寿命を大きく延ばすことがで
きるようになる。また、この場合、作業者は、バックライトの１回の点灯時間が短くなっ
て行くことに加え、バックライトの照度が落ちて行くことにより、内蔵電池の消耗度を実
感することができる。
【００１５】
　本発明では、内蔵電池の消耗度を監視するが、バックライトの点灯回数の積算値（総点
灯回数）を内蔵電池の消耗度として監視するようにしてもよいし、バックライトの点灯時
間の積算値（総点灯時間）を内蔵電池の消耗度として直接監視するようにしてもよい。ま
た、内蔵電池の消耗度として、内蔵電池の電池電圧を監視するなどとしてもよい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、内蔵電池の消耗度を監視する電池消耗度監視手段と、予め定められた
内蔵電池の消耗度とバックライトの電力消費を節約しての点灯状態との関係を記憶するバ
ックライト節約点灯状態記憶手段とを設け、バックライトスイッチがオンとされた場合、
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バックライト節約点灯状態記憶手段が記憶しているバックライトの点灯状態の中から現在
の内蔵電池の消耗度に対応する点灯状態を読み出し、この読み出した点灯状態に基づいて
バックライトの点灯制御を行うようにしたので、内蔵電池の消耗度が進むにつれて、バッ
クライトの１回の点灯時間を短くするようにしたり、バックライトへ供給する電流値を減
らすようにして、内蔵電池の消耗度を実感させるとともに、内蔵電池の寿命を大きく延ば
すことができるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明を図面に基づいて詳細に説明する。図１はこの発明に係る液晶表示装置の
一実施の形態の要部を示すブロック図である。
【００１８】
　同図において、１はＣＰＵ、２はＲＡＭ、３はＲＯＭ、４はタイマ、５はカウンタ、６
は入出力インタフェース、７は外部から送られてくる計測値（アナログ値）をデジタル値
に変換するＡ／Ｄ変換回路、８は液晶表示部、９は液晶表示部８を裏面から照明するバッ
クライト、１０はＣＰＵ１からの指令を受けて液晶表示部８を駆動する表示駆動回路、１
１はＣＰＵ１からの指令を受けてバックライト９を駆動する点灯駆動回路、１２は内蔵電
池、１３は電源スイッチ、１４はバックライトスイッチである。
【００１９】
　この液晶表示装置１００において、ＣＰＵ１は、ＲＡＭ２にアクセスしながら、ＲＯＭ
３に格納されたプログラムに従って動作する。ＲＯＭ３には、本実施の形態特有のプログ
ラムとして、バックライト点灯制御プログラムが格納されている。また、ＲＯＭ３には、
予め定められた内蔵電池１２の消耗度とバックライト９の電力消費を節約しての点灯状態
との関係を示すテーブルＴＡが格納されている。
【００２０】
　以下に説明する実施の形態１～４では、このＲＯＭ３に格納されているテーブルＴＡの
内容が異なり、このテーブルＴＡの内容に従ってＣＰＵ１での処理動作も異なる。以下、
実施の形態１～４におけるＣＰＵ１の処理動作について、図２～図５に示すフローチャー
トを用いて説明する。なお、以下の説明では、電源スイッチ１３がオンとされ、内蔵電池
１２からのＣＰＵ１への電源の供給が既に行われているものとする。
【００２１】
〔実施の形態１〕
　実施の形態１では、テーブルＴＡとして、バックライト９の総点灯回数と１回の点灯時
間との関係を示すテーブルＴＡ１（図６参照）を用いる。このテーブルＴＡ１では、バッ
クライト９の総点灯回数が０～７００回までは、バックライト９の１回の点灯時間を６０
秒（標準時間）と規定している。同様にして、総点灯回数が７０１～８００回まではバッ
クライト９の１回の点灯時間を４５秒（第１の節約時間）、総点灯回数が８０１～１００
０回まではバックライト９の１回の点灯時間を３０秒（第２の節約時間）、総点灯回数が
１００１～１３７５回まではバックライト９の点灯時間を２０秒（第３の節約時間）と規
定し、総点灯回数が１３７６回以上の場合は点灯中止としている。
【００２２】
　この実施の形態１において、ＣＰＵ１は、バックライトスイッチ１４がオンとされると
（図２：ステップＳ１０１のＹＥＳ）、現在のバックライト９の総点灯回数が７００回以
下であるか否かをチェックする（ステップＳ１０２）。ここで、バックライト９の総点灯
回数が７００回以下であれば（ステップＳ１０２のＹＥＳ）、ＲＯＭ３に格納されている
テーブルＴＡ１からその時の総点灯回数に応ずる点灯時間として６０秒（標準時間）を読
み出し、この読み出した標準時間でのバックライト９の点灯を開始する（ステップＳ１０
３）。
【００２３】
　そして、バックライト９の現在の総点灯回数を更新し（ステップＳ１０４）、標準時間
経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ１０５）、次のバックライトスイッチ１
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４のオンに備える（ステップＳ１０１）。
【００２４】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯回数が７００回を超えるまで、上述した動
作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯回数が０～７００回の範囲にある
間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、標準時間として定められた６０秒間
点灯する。
【００２５】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯回数が７００回を超えると（ステップＳ１
０２のＮＯ）、ＲＯＭ３に格納されているテーブルＴＡ１からその時の総点灯回数に応ず
る点灯時間として４５秒（第１の節約時間）を読み出し、この読み出した第１の節約時間
でのバックライトの点灯を開始する（ステップＳ１０６）。
【００２６】
　そして、バックライト９の現在の総点灯回数を更新し（ステップＳ１０４）、第１の節
約時間経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ１０５）、次のバックライトスイ
ッチ１４のオンに備える（ステップＳ１０１）。
【００２７】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯回数が８００回を超えるまで、上述した動
作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯回数が７０１～８００回の範囲に
ある間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、第１の節約時間として定められ
た４５秒間点灯する。
【００２８】
　次に、ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯回数が８００回を超えると、ＲＯＭ
３に格納されているテーブルＴＡ１からその時の総点灯回数に応ずる点灯時間として３０
秒（第２の節約時間）を読み出し、この読み出した第２の節約時間でのバックライトの点
灯を開始する（ステップＳ１０６）。
【００２９】
　そして、バックライト９の現在の総点灯回数を更新し（ステップＳ１０４）、第２の節
約時間経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ１０５）、次のバックライトスイ
ッチ１４のオンに備える（ステップＳ１０１）。
【００３０】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯回数が１０００回を超えるまで、上述した
動作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯回数が８０１～１０００回の範
囲にある間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、第２の節約時間として定め
られた３０秒間点灯する。
【００３１】
　次に、ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯回数が１０００回を超えると、ＲＯ
Ｍ３に格納されているテーブルＴＡ１からその時の総点灯回数に応ずる点灯時間として２
０秒（第３の節約時間）を読み出し、この読み出した第３の節約時間でのバックライトの
点灯を開始する（ステップＳ１０６）。
【００３２】
　そして、バックライト９の現在の総点灯回数を更新し（ステップＳ１０４）、第３の節
約時間経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ１０５）、次のバックライトスイ
ッチ１４のオンに備える（ステップＳ１０１）。
【００３３】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯回数が１３７５回を超えるまで、上述した
動作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯回数が１００１～１３７５回の
範囲にある間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、第３の節約時間として定
められた２０秒間点灯する。そして、バックライト９の現在の総点灯回数が１３７５回を
超えた時点で、バックライト９の点灯を中止する。
【００３４】
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　図７にバックライトに使用できる電池の容量をバックライトの点灯時間で６００００秒
（バックライトの１回の点灯時間６０秒で１０００回）とした場合の総点灯回数とトータ
ル点灯時間および残りの点灯時間の関係を示す。この実施の形態１では、総点灯回数が０
～７００回までは点灯時間が６０秒となるので、この間のトータル点灯時間は７００×６
０＝４２０００秒となり、残り時間は６００００－４２０００＝１８０００秒となる。総
点灯回数が７０１～８００回までは点灯時間が４５秒となるので、この間のトータル点灯
時間は１００×４５＝４５００秒となり、残り時間は１８０００－４５００＝１３５００
秒となる。総点灯回数が８０１～１０００回までは点灯時間が３０秒となるので、この間
のトータル点灯時間は２００×３０＝６０００秒となり、残り時間は１３５００－６００
０＝７５００秒となる。総点灯回数が１００１～１３７５回までは点灯時間が２０秒とな
るので、この間のトータル点灯時間は３７５×２０＝７５００秒となり、残り時間は７５
００－７５００＝０秒となる。
【００３５】
　このようにして、この実施の形態１では、バックライト９の総点灯回数が増大するにつ
れ、すなわち内蔵電池１２の消耗度が進むにつれて、バックライト９の１回の点灯時間が
短くなって行き、内蔵電池１２の寿命が大きく延びるものとなる。また、この場合、作業
者は、バックライト９の１回の点灯時間が短くなって行くことにより、内蔵電池１２の消
耗度を実感することができる。これにより、作業者は、内蔵電池１２が消耗してバックラ
イト９を点灯することができなくなる前に、新しい電池に交換するという対応をとること
ができる。
【００３６】
〔実施の形態２〕
　実施の形態２では、テーブルＴＡとして、バックライト９の総点灯時間と１回の点灯時
間との関係を示すテーブルＴＡ２（図８参照）を用いる。このテーブルＴＡ２では、バッ
クライト９の総点灯時間が０～４２０００秒までは、バックライト９の点灯時間を６０秒
（標準時間）と規定している。同様にして、総点灯時間が４２００１～４６５００秒まで
はバックライト９の点灯時間を４５秒（第１の節約時間）、総点灯時間が４６５０１～５
２５００秒まではバックライト９の点灯時間を３０秒（第２の節約時間）、総点灯時間が
５２５０１～６００００秒まではバックライト９の点灯時間を２０秒（第３の節約時間）
と規定し、総点灯時間が６０００１秒以上の場合は点灯中止としている。
【００３７】
　この実施の形態２において、ＣＰＵ１は、バックライトスイッチ１４がオンとされると
（図３：ステップＳ２０１のＹＥＳ）、現在のバックライト９の総点灯時間が４２０００
秒以下であるか否かをチェックする（ステップＳ２０２）。ここで、バックライト９の総
点灯時間が４２０００秒以下であれば（ステップＳ２０２のＹＥＳ）、ＲＯＭ３に格納さ
れているテーブルＴＡ２からその時の総点灯時間に応ずる点灯時間として６０秒（標準時
間）を読み出し、この読み出した標準時間でのバックライト９の点灯を開始する（ステッ
プＳ２０３）。
【００３８】
　そして、バックライト９の現在の総点灯時間を更新し（ステップＳ２０４）、標準時間
経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ２０５）、次のバックライトスイッチ１
４のオンに備える（ステップＳ２０１）。
【００３９】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯時間が４２０００秒を超えるまで、上述し
た動作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯時間が０～４２０００秒の範
囲にある間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、標準時間として定められた
６０秒間点灯する。
【００４０】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯時間が４２０００秒を超えると（ステップ
Ｓ２０２のＮＯ）、ＲＯＭ３に格納されているテーブルＴＡ２からその時の総点灯時間に
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応ずる点灯時間として４５秒（第１の節約時間）を読み出し、この読み出した第１の節約
時間でのバックライトの点灯を開始する（ステップＳ２０６）。
【００４１】
　そして、バックライト９の現在の総点灯時間を更新し（ステップＳ２０４）、第１の節
約時間経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ２０５）、次のバックライトスイ
ッチ１４のオンに備える（ステップＳ２０１）。
【００４２】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯時間が４６５００秒を超えるまで、上述し
た動作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯時間が４２００１～４６５０
０秒の範囲にある間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、第１の節約時間と
して定められた４５秒間点灯する。
【００４３】
　次に、ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯時間が４６５００秒を超えると、Ｒ
ＯＭ３に格納されているテーブルＴＡ２からその時の総点灯時間に応ずる点灯時間として
３０秒（第２の節約時間）を読み出し、この読み出した第２の節約時間でのバックライト
の点灯を開始する（ステップＳ２０６）。
【００４４】
　そして、バックライト９の現在の総点灯時間を更新し（ステップＳ２０４）、第２の節
約時間経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ２０５）、次のバックライトスイ
ッチ１４のオンに備える（ステップＳ２０１）。
【００４５】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯時間が５２５００秒を超えるまで、上述し
た動作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯時間が４６５０１～５２５０
０秒の範囲にある間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、第２の節約時間と
して定められた３０秒間点灯する。
【００４６】
　次に、ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯時間が５２５００秒を超えると、Ｒ
ＯＭ３に格納されているテーブルＴＡ２からその時の総点灯時間に応ずる点灯時間として
２０秒（第３の節約時間）を読み出し、この読み出した第３の節約時間でのバックライト
の点灯を開始する（ステップＳ２０６）。
【００４７】
　そして、バックライト９の現在の総点灯時間を更新し（ステップＳ２０４）、第３の節
約時間経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ２０５）、次のバックライトスイ
ッチ１４のオンに備える（ステップＳ２０１）。
【００４８】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯時間が６００００秒を超えるまで、上述し
た動作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯時間が５２５０１～６０００
０秒の範囲にある間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、第３の節約時間と
して定められた２０秒間点灯する。そして、バックライト９の現在の総点灯時間が６００
００秒を超えた時点で、バックライト９の点灯を中止する。
【００４９】
　このようにして、この実施の形態２では、バックライト９の総点灯時間が増大するにつ
れ、すなわち内蔵電池１２の消耗度が進むにつれて、バックライト９の１回の点灯時間が
短くなって行き、内蔵電池１２の寿命が大きく延びるものとなる。また、この場合、作業
者は、バックライト９の１回の点灯時間が短くなって行くことにより、内蔵電池１２の消
耗度を実感することができる。これにより、作業者は、内蔵電池１２が消耗してバックラ
イト９を点灯することができなくなる前に、新しい電池に交換するという対応をとること
ができる。
【００５０】
〔実施の形態３〕
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　実施の形態３では、テーブルＴＡとして、バックライト９の総点灯回数とバックライト
９へ供給する電流値との関係を示すテーブルＴＡ３（図９参照）を用いる。このテーブル
ＴＡ３では、バックライト９の総点灯回数が０～７００回までは、バックライト９へ供給
する電流値を２０ｍＡ（標準電流値）と規定している。同様にして、総点灯回数が７０１
～８００回まではバックライト９へ供給する電流値を１４ｍＡ（第１の節約電流値）、総
点灯回数が８０１～１０００回まではバックライト９へ供給する電流値を１０ｍＡ（第２
の節約電流値）、総点灯回数が１００１～１３７５回まではバックライト９へ供給する電
流値を８ｍＡ（第３の節約電流値）と規定し、総点灯回数が１３７６回以上の場合は点灯
中止としている。
【００５１】
　この実施の形態３において、ＣＰＵ１は、バックライトスイッチ１４がオンとされると
（図４：ステップＳ３０１のＹＥＳ）、現在のバックライト９の総点灯回数が７００回以
下であるか否かをチェックする（ステップＳ３０２）。ここで、バックライト９の総点灯
回数が７００回以下であれば（ステップＳ３０２のＹＥＳ）、ＲＯＭ３に格納されている
テーブルＴＡ３からその時の総点灯回数に応ずる電流値として２０ｍＡ（標準電流値）を
読み出し、この読み出した標準電流値でのバックライト９の点灯を開始する（ステップＳ
３０３）。
【００５２】
　そして、バックライト９の現在の総点灯回数を更新し（ステップＳ３０４）、所定時間
（６０秒）経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ３０５）、次のバックライト
スイッチ１４のオンに備える（ステップＳ３０１）。
【００５３】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯回数が７００回を超えるまで、上述した動
作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯回数が０～７００回の範囲にある
間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、標準電流値として定められた２０ｍ
Ａの電流の供給を受けて６０秒間点灯する。
【００５４】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯回数が７００回を超えると（ステップＳ３
０２のＮＯ）、ＲＯＭ３に格納されているテーブルＴＡ３からその時の総点灯回数に応ず
る電流値として１４ｍＡ（第１の節約電流値）を読み出し、この読み出した第１の節約電
流値でのバックライトの点灯を開始する（ステップＳ３０６）。
【００５５】
　そして、バックライト９の現在の総点灯回数を更新し（ステップＳ３０４）、所定時間
（６０秒）経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ３０５）、次のバックライト
スイッチ１４のオンに備える（ステップＳ３０１）。
【００５６】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯回数が８００回を超えるまで、上述した動
作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯回数が７０１～８００回の範囲に
ある間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、第１の節約電流値として定めら
れた１４ｍＡの電流の供給を受けて６０秒間点灯する。
【００５７】
　次に、ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯回数が８００回を超えると、ＲＯＭ
３に格納されているテーブルＴＡ３からその時の総点灯回数に応ずる電流値として１０ｍ
Ａ（第２の節約電流値）を読み出し、この読み出した第２の節約電流値でのバックライト
の点灯を開始する（ステップＳ３０６）。
【００５８】
　そして、バックライト９の現在の総点灯回数を更新し（ステップＳ３０４）、所定時間
（６０秒）経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ３０５）、次のバックライト
スイッチ１４のオンに備える（ステップＳ３０１）。
【００５９】
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　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯回数が１０００回を超えるまで、上述した
動作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯回数が８０１～１０００回の範
囲にある間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、第２の節約電流値として定
められた１０ｍＡの電流の供給を受けて６０秒間点灯する。
【００６０】
　次に、ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯回数が１０００回を超えると、ＲＯ
Ｍ３に格納されているテーブルＴＡ３からその時の総点灯回数に応ずる電流値として８ｍ
Ａ（第３の節約電流値）を読み出し、この読み出した第３の節約電流値でのバックライト
の点灯を開始する（ステップＳ３０６）。
【００６１】
　そして、バックライト９の現在の総点灯回数を更新し（ステップＳ３０４）、所定時間
（６０秒）経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ３０５）、次のバックライト
スイッチ１４のオンに備える（ステップＳ３０１）。
【００６２】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯回数が１３７５回を超えるまで、上述した
動作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯回数が１００１～１３７５回の
範囲にある間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、第３の節約電流値として
定められた８ｍＡの電流の供給を受けて６０秒間点灯する。そして、バックライト９の現
在の総点灯回数が１３７５回を超えた時点で、バックライト９の点灯を中止する。
【００６３】
　このようにして、この実施の形態３では、バックライト９の総点灯回数が増大するにつ
れ、すなわち内蔵電池１２の消耗度が進むにつれて、バックライト９へ供給する電流値が
減って行き、内蔵電池１２の寿命が大きく延びるものとなる。また、この場合、作業者は
、バックライト９へ供給する電流値の減少によって、バックライト９の照度が落ちて行く
ことにより、内蔵電池１２の消耗度を実感することができる。これにより、作業者は、内
蔵電池１２が消耗してバックライト９を点灯することができなくなる前に、新しい電池に
交換するという対応をとることができる。
【００６４】
〔実施の形態４〕
　実施の形態４では、テーブルＴＡとして、バックライト９の総点灯時間と１回の点灯時
間との関係を示すテーブルＴＡ４（図１０参照）を用いる。このテーブルＴＡ４では、バ
ックライト９の総点灯時間が０～４２０００秒までは、バックライト９へ供給する電流値
を２０ｍＡ（標準電流値）と規定している。同様にして、総点灯時間が４２００１～４６
５００秒まではバックライト９へ供給する電流値を１４ｍＡ（第１の節約電流値）、総点
灯時間が４６５０１～５２５００秒まではバックライト９へ供給する電流値を１０ｍＡ（
第２の節約電流値）、総点灯時間が５２５０１～６００００秒まではバックライト９へ供
給する電流値を８ｍＡ（第３の節約電流値）と規定し、総点灯時間が６０００１秒以上の
場合は点灯中止としている。
【００６５】
　この実施の形態４において、ＣＰＵ１は、バックライトスイッチ１４がオンとされると
（図５：ステップＳ４０１のＹＥＳ）、現在のバックライト９の総点灯時間が４２０００
秒以下であるか否かをチェックする（ステップＳ４０２）。ここで、バックライト９の総
点灯時間が４２０００秒以下であれば（ステップＳ４０２のＹＥＳ）、ＲＯＭ３に格納さ
れているテーブルＴＡ４からその時の総点灯時間に応ずる電流値として２０ｍＡ（標準電
流値）を読み出し、この読み出した標準電流値でのバックライト９の点灯を開始する（ス
テップＳ４０３）。
【００６６】
　そして、バックライト９の現在の総点灯時間を更新し（ステップＳ４０４）、所定時間
（６０秒）経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ４０５）、次のバックライト
スイッチ１４のオンに備える（ステップＳ４０１）。
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【００６７】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯時間が４２０００秒を超えるまで、上述し
た動作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯時間が０～４２０００秒の範
囲にある間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、標準電流値として定められ
た２０ｍＡの電流の供給を受けて６０秒間点灯する。
【００６８】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯時間が４２０００秒を超えると（ステップ
Ｓ４０２のＮＯ）、ＲＯＭ３に格納されているテーブルＴＡ４からその時の総点灯時間に
応ずる電流値として１４ｍＡ（第１の節約電流値）を読み出し、この読み出した第１の節
約電流値でのバックライトの点灯を開始する（ステップＳ４０６）。
【００６９】
　そして、バックライト９の現在の総点灯時間を更新し（ステップＳ４０４）、所定時間
（６０秒）経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ４０５）、次のバックライト
スイッチ１４のオンに備える（ステップＳ４０１）。
【００７０】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯時間が４６５００秒を超えるまで、上述し
た動作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯時間が４２００１～４６５０
０秒の範囲にある間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、第１の節約電流値
として定められた１４ｍＡの電流の供給を受けて６０秒間点灯する。
【００７１】
　次に、ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯時間が４６５００秒を超えると、Ｒ
ＯＭ３に格納されているテーブルＴＡ４からその時の総点灯時間に応ずる電流値として１
０ｍＡ（第２の節約電流値）を読み出し、この読み出した第２の節約電流値でのバックラ
イトの点灯を開始する（ステップＳ４０６）。
【００７２】
　そして、バックライト９の現在の総点灯時間を更新し（ステップＳ４０４）、所定時間
（６０秒）経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ４０５）、次のバックライト
スイッチ１４のオンに備える（ステップＳ４０１）。
【００７３】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯時間が５２５００秒を超えるまで、上述し
た動作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯時間が４６５０１～５２５０
０秒の範囲にある間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、第２の節約電流値
として定められた１０ｍＡの電流の供給を受けて６０秒間点灯する。
【００７４】
　次に、ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯時間が５２５００秒を超えると、Ｒ
ＯＭ３に格納されているテーブルＴＡ４からその時の総点灯時間に応ずる電流値として８
ｍＡ（第３の節約電流値）を読み出し、この読み出した第３の節約電流値でのバックライ
トの点灯を開始する（ステップＳ４０６）。
【００７５】
　そして、バックライト９の現在の総点灯時間を更新し（ステップＳ４０４）、所定時間
（６０秒）経過後、バックライト９を消灯して（ステップＳ４０５）、次のバックライト
スイッチ１４のオンに備える（ステップＳ４０１）。
【００７６】
　ＣＰＵ１は、バックライト９の現在の総点灯時間が６００００秒を超えるまで、上述し
た動作を繰り返す。これにより、バックライト９は、総点灯時間が５２５０１～６０００
０秒の範囲にある間、バックライトスイッチ１４がオンとされる毎に、第３の節約電流値
として定められた８ｍＡの電流の供給を受けて６０秒間点灯する。そして、バックライト
９の現在の総点灯時間が６００００秒を超えた時点で、バックライト９の点灯を中止する
。
【００７７】
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　このようにして、この実施の形態４では、バックライト９の総点灯時間が増大するにつ
れ、すなわち内蔵電池１２の消耗度が進むにつれて、バックライト９へ供給する電流値が
減って行き、内蔵電池１２の寿命が大きく延びるものとなる。また、この場合、作業者は
、バックライト９へ供給する電流値の減少によって、バックライト９の照度が落ちて行く
ことにより、内蔵電池１２の消耗度を実感することができる。これにより、作業者は、内
蔵電池１２が消耗してバックライト９を点灯することができなくなる前に、新しい電池に
交換するという対応をとることができる。
【００７８】
　図１１にこの液晶表示装置１００の要部の機能ブロック図を示す。この液晶表示装置１
００は、内蔵電池１２の消耗度を監視する電池消耗度監視部１Ａと、予め定められた内蔵
電池１２の消耗度とバックライト９の電力消費を節約しての点灯状態との関係を記憶する
バックライト節約点灯状態記憶部３Ａと、バックライトスイッチ１４がオンとされた場合
、バックライト節約点灯状態記憶部３Ａが記憶しているバックライトの点灯状態の中から
電池消耗度監視部１Ａによって監視されている現在の内蔵電池１２の消耗度に対応する点
灯状態を読み出し、この読み出した点灯状態に基づいてバックライト９の点灯制御を行う
バックライト点灯制御部１Ｂとを備えている。この液晶表示装置１００において、電池消
耗度監視部１Ａおよびバックライト点灯制御部１ＢはＣＰＵ１の処理機能として実現され
、バックライト節約点灯状態記憶部３ＡはＲＯＭ３内での記憶機能として実現される。
【００７９】
　なお、実施の形態１および３において、電池消耗度監視部１Ａはバックライト９の点灯
回数の積算値（総点灯回数）を内蔵電池１２の消耗度として監視し、実施の形態２および
４において、電池消耗度監視部１Ａはバックライト９の点灯時間の積算値（総点灯時間）
を内蔵電池１２の消耗度として監視する。
【００８０】
　また、実施の形態１において、バックライト節約点灯状態記憶部３Ａは内蔵電池１２の
消耗度とバックライトの電力消費を節約しての点灯状態との関係としてバックライト９の
総点灯回数とバックライト９の１回の点灯時間との関係を記憶し、実施の形態２において
、バックライト節約点灯状態記憶部３Ａは内蔵電池１２の消耗度とバックライトの電力消
費を節約しての点灯状態との関係としてバックライト９の総点灯時間とバックライト９の
１回の点灯時間との関係を記憶し、実施の形態３において、バックライト節約点灯状態記
憶部３Ａは内蔵電池１２の消耗度とバックライトの電力消費を節約しての点灯状態との関
係としてバックライト９の総点灯回数とバックライト９へ供給する電流値との関係を記憶
し、実施の形態４において、バックライト節約点灯状態記憶部３Ａは内蔵電池１２の消耗
度とバックライトの電力消費を節約しての点灯状態との関係としてバックライト９の総点
灯時間とバックライト９へ供給する電流値との関係を記憶する。
【００８１】
　また、実施の形態１において、バックライト点灯制御部１Ｂは、バックライトスイッチ
１４がオンとされた場合、バックライト節約点灯状態記憶部３Ａが記憶しているバックラ
イトの点灯時間の中から電池消耗度監視部１Ａによって監視されている現在のバックライ
ト９の総点灯回数に対応する点灯時間を読み出し、この読み出した点灯時間の間、バック
ライト９を点灯させる。実施の形態２において、バックライト点灯制御部１Ｂは、バック
ライトスイッチ１４がオンとされた場合、バックライト節約点灯状態記憶部３Ａが記憶し
ているバックライトの点灯時間の中から電池消耗度監視部１Ａによって監視されている現
在のバックライト９の総点灯時間に対応する点灯時間を読み出し、この読み出した点灯時
間の間、バックライト９を点灯させる。
【００８２】
　また、実施の形態３において、バックライト点灯制御部１Ｂは、バックライトスイッチ
１４がオンとされた場合、バックライト節約点灯状態記憶部３Ａが記憶しているバックラ
イトへ供給する電流値の中から電池消耗度監視部１Ａによって監視されている現在のバッ
クライト９の総点灯回数に対応する電流値を読み出し、この読み出した電流値で所定時間
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の間、バックライト９を点灯させる。実施の形態４において、バックライト点灯制御部１
Ｂは、バックライトスイッチ１４がオンとされた場合、バックライト節約点灯状態記憶部
３Ａが記憶しているバックライトへ供給する電流値の中から電池消耗度監視部１Ａによっ
て監視されている現在のバックライト９の総点灯時間に対応する電流値を読み出し、この
読み出した電流値で所定時間の間、バックライト９を点灯させる。
【００８３】
　なお、上述した実施の形態１と実施の形態３とを組み合わせて、バックライト９の総点
灯回数に対応する点灯時間および電流値をテーブルＴＡから読み出し、その読み出した点
灯時間の間、その読み出した電流値で、バックライト９を点灯させるようにしてもよい。
また、上述した実施の形態２と実施の形態４とを組み合わせて、バックライト９の総点灯
時間に対応する点灯時間および電流値をテーブルＴＡから読み出し、その読み出した点灯
時間の間、その読み出した電流値で、バックライト９を点灯させるようにしてもよい。
【００８４】
　さらに、実施の形態２と４において、バックライトスイッチ１４をオン・オフ動作する
手動スイッチで構成し、バックライトの点灯後に液晶表示部の確認を終えた作業者がこの
手動スイッチを操作することにより、テーブルＴＡに規定されたその時の点灯時間に到達
する前にバックライトを消灯させても良い。このようにすると更に電池の寿命を延ばすこ
とができる。また、この時の総点灯時間に積算されるべき点灯時間はテーブルＴＡに規定
された点灯時間ではなく、実際にバックライトが点灯した時間である。
【００８５】
　また、上述した実施の形態１，２では、テーブルＴＡ１，ＴＡ２にバックライト９の１
回の点灯時間として標準点灯時間（６０秒）との関係について規定するようにしたが、節
約点灯を始めるまでの点灯時間を標準点灯時間として定めておけば、標準点灯時間との関
係をテーブルＴＡ１，ＴＡ２に規定しなくてもよい。
　また、上述した実施の形態３，４では、テーブルＴＡ３，ＴＡ４にバックライト９へ供
給する電流値として標準電流値（２０ｍＡ）との関係について規定するようにしたが、節
約点灯を始めるまでの電流値を標準電流値として定めておけば、標準電流値との関係をテ
ーブルＴＡ３，ＴＡ４に規定しなくてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】本発明に係る液晶表示装置の一実施の形態の要部を示すブロック図である。
【図２】この液晶表示装置の実施の形態１におけるＣＰＵの処理動作を説明するためのフ
ローチャートである。
【図３】この液晶表示装置の実施の形態２におけるＣＰＵの処理動作を説明するためのフ
ローチャートである。
【図４】この液晶表示装置の実施の形態３におけるＣＰＵの処理動作を説明するためのフ
ローチャートである。
【図５】この液晶表示装置の実施の形態４におけるＣＰＵの処理動作を説明するためのフ
ローチャートである。
【図６】実施の形態１の液晶表示装置で用いるバックライトの総点灯回数と１回の点灯時
間との関係を規定したテーブルの内容を示す図である。
【図７】バックライトに使用できる電池の容量をバックライトの点灯時間で６００００秒
（バックライトの１回の点灯時間６０秒で１０００回）とした場合の総点灯回数とトータ
ル点灯時間および残りの点灯時間の関係を示す図である。
【図８】実施の形態２の液晶表示装置で用いるバックライトの総点灯時間と１回の点灯時
間との関係を規定したテーブルの内容を示す図である。
【図９】実施の形態３の液晶表示装置で用いるバックライトの総点灯回数とバックライト
へ供給する電流値との関係を規定したテーブルの内容を示す図である。
【図１０】実施の形態４の液晶表示装置で用いるバックライトの総点灯時間とバックライ
トへ供給する電流値との関係を規定したテーブルの内容を示す図である。
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【図１１】本発明に係る液晶表示装置の要部の機能ブロック図である。
【符号の説明】
【００８７】
　１…ＣＰＵ、２…ＲＡＭ、３…ＲＯＭ、４…タイマ、５…カウンタ、６…入出力インタ
フェース、７…Ａ／Ｄ変換回路、８…液晶表示部、９…バックライト、１０…表示駆動回
路、１１…点灯駆動回路、１２…内蔵電池、１３…電源スイッチ、１４…バックライトス
イッチ、ＴＡ（ＴＡ１，ＴＡ２，ＴＡ３，ＴＡ４）…テーブル、１Ａ…電池消耗度監視部
、１Ｂ…バックライト点灯制御部、３Ａ…バックライト節約点灯状態記憶部、１００…液
晶表示装置。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】

【図８】
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【図９】

【図１０】

【図１１】
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